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『主体性を涵養し、社会的責任を配慮した「社会との共創」を実現できる教育手法の開発』

』

①サイエンス
キャリア講座

全国スーパーサイエンス指定校、
その他

文部科学省

SSH企画評価会議の開催
SSH研究開発協議会の開催

管理機関

運営指導委員会（運営に関する専門的
見地からの指導助言）の開催

指導・助言・支援指導・助言・支援

アウトカムシートを用いたリフレクションにより、自身の変化変容を感じさせ、自己効力感を育てながら自らの価値観や将来像を作り上げる。
次第に固まっていく価値観や将来像が今後取り組んでいく研究の目的や意義を生み出し、自らの意思のもとに主体性を持って研究を進める
ことができる。そのような人材を育成するカリキュラムや指導法や評価法を研究開発する。
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指導・助言・評価指導・助言・評価 指導・助言・評価

主体性とは・・・
自らが見出した寄与できそう
な事柄の意義や社会的責任
を予測し、自らの責任におい
て選択実行する資質

②データ
サイエンス
③学びの技

④自由研究
⑤理系現代文

⑥SSHリサーチ
⑦SSHリサーチ科学
⑧SSHリサーチ脳科学
⑨課外系クラブ活動

第2期 研究開発課題
国際バカロレア教育を参考に
した創造力と批判的思考力を
育成する学び
【課題研究】・【教科連携】・
【構成主義的授業】・【高大連携】

主体的に学び、社会の発展に貢献
する責任感と実践力を持った人材へ

仮説：
①研究活動には創造力や批判的思考力とともに、
土台としての主体性の力が必要である。
②主体性は、6つの契機(しかけ)を有機的に組み
合わせることで効果的に育成することができる。

主体性ペンタゴン


